
委託事業実施内容報告書

平成２３年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【日本語指導者養成】

受託団体名 松本市

１ 事業の趣旨・目的

これから日本語ボランティアをしたい人が、日本語指導に必要な知識を学び、講座終了時

に日本語学級や子ども日本語支援センターでの日本語ボランティアとして活動できることを目

指して開催するもの。

２ 運営委員会の開催について

【概要】

開催日時 開催場所 出席者 議題 会議の概要

9 月 20 日

（火）

10:30～12:30

松本市中央

公民館

特別会議室

佐藤・春原・

川澄・ﾙﾄﾞﾙﾌ

ｫ・山東・勝

家・内城・事

務局

①運営委員長選出

②講座の概要について

③講座の運営方法につ

いて

➃受講者募集方法につ

いて

⑤その他

佐藤委員を運営委員長に

選出。講座カリキュラム及

び募集方法について協

議。また、講座の詳細や講

師について具体的な意見

交換がおこなわれた。

12 月 27 日

（火）

13:30～15:10

松本市中央

公民館

特別会議室

佐藤・春原・

川澄・柳澤・

勝家・内城・

事務局

①講座の状況報告

②第10～16回の進め方

について

③講座終了後の受講者

の活動について

➃その他

第 1～9 回までの状況（出

席者数・アンケート結果な

ど）を報告。それを受けて

第10回以降の講座の内容

について協議。また、講座

終了後、受講者をどのよう

に活動の場に繋げるかに

ついて協議を行った。

3 月 16 日

（金）

10 : 0 0～12 : 00

松本市中央

公民館

特別会議室

佐藤・春原・

川澄・ﾙﾄﾞﾙﾌ

ｫ・山東・勝

家・内城・事

務局

①講座の状況報告

②文化庁提出報告書の

検討

③今後に向けて協議

今年度講座の実施状況に

ついて報告。それを受けて

文化庁への提出報告書に

ついて検討が行われた。



【写真】

３ 養成講座の内容について

（１） 講座名 松本市中央公民館 日本語ボランティア養成講座

（２） 目標 これから日本語ボランティアをしたい人が、日本語指導に必要な知識を学び、

講座終了時に日本語学級や子ども日本語支援センターでの日本語ボランティ

アとして活動することを目指す。

（３） 受講者の総数 ３３ 人

（出身・国籍別内訳 日本国籍 ３３人）

開催時間数（回数） ３３ 時間 （ １６ 回）

（４） 参加対象者の要件 日本語ボランティアをやってみたいと思っている人（国籍は問わ

ない）

（５） 受講者の募集方法

①広報まつもと１０月号へ掲載（別紙 １）

②松本市公式ＨＰ（別紙 ２）

③市内公民館および市内日本語教室へチラシ配布（別紙 ３）

④地元新聞紙上

（７） 会場 松本市中央公民館

（８） 使用した教材・リソース

その都度、講師の用意したものを使用。

（９） 講座内容

日時 講座名／学習内容 講師 受講者数

10 月 22 日

13：30～15：30

多文化共生と日本語教

室の活動

前長野県国際交流推進協会事務局長

春原 直美

29 名

10 月 29 日

13：30～15：30

地域日本語学習支援の

展開と多文化共生

国立日本語研究所准教授

野山 広

27 名

11 月 5 日

13：30～15：30

日本の多文化共生施策

の現状と今後

信州大学国際交流センター准教授

佐藤 友則

25 名

11 月 12 日

13：30～15：30

対話型の教室活動の紹

介

南山大学総合政策学部准教授

横内 美保子

20 名



11 月 19 日

13：30～15：30

外国籍住民からのメッセ

ージ

ルドルフォ（フィリピン）

プリヤモン（タイ）

信州大学国際交流センター准教授

佐藤 友則（司会者）

25 名

11 月 26 日

13：30～15：30

日本語の音声 日本語講師

佐藤 佳子

26 名

12 月 3 日

13：30～15：30

日本語の表記・語彙 信州大学国際交流センター准教授

佐藤 友則

21 名

12 月 10 日

13：30～15：30

日本語文法の基礎Ⅰ 信州大学人文学部准教授

坂口 和寛

25 名

12 月 17 日

13：30～15：30

日本語文法の基礎Ⅱ 信州大学人文学部准教授

坂口 和寛

16 名

1 月 14 日

13：30～15：30

日本語の指導Ⅰ 日本語講師

佐藤 佳子

22 名

1 月 21 日

13：30～15：30

日本語の指導Ⅱ 日本語講師

佐藤 佳子

20 名

1 月 28 日

10：00～12：00

日本語の指導Ⅲ 日本語講師

佐藤 佳子

17 名

2 月 4 日

13：30～15：30

教案作成と模擬授業 松本市子ども日本語支援センター

栗林 恭子・桑澤 妙美

久保田 由美・佐藤 佳子

16 名

2 月 11 日

13：30～15：30

実践に向けてⅠ

①教案に基づいた実習

②日本語教室の現状

松本市子ども日本語支援センター

川澄 利枝子・栗林 恭子

佐藤 佳子

14 名

2 月 25 日

13：30～16：30

多文化共生フォーラム 14 名

3 月 3 日

13：30～15：30

実践に向けてⅡ

ボランティアに必要なこと

松本市子ども日本語支援センター

川澄 利枝子

前長野県国際交流推進協会事務局長

春原 直美

日本語講師

佐藤 佳子

17 名

（10） 講座の評価

①受講生に対するアンケート

アンケート集計参照（別紙 ４）

②実施主体からの研修内容結果評価

・今年度は日本語ボランティア未経験者を中心とした講座の募集、カリキュラムの組

立とした。前段では、多文化共生についての講義が多く、日本語の指導法を学習目



的とした受講者には、理解を得られなかったように感じた。

・各講座において、受講者間での話し合いの時間を取るなど、講師の方に工夫をして

いただき、受講者同士の交流が図ることができた。

・「多文化共生フォーラム」をカリキュラムに組み込んだことにより、日本語指導に留ま

らず、外国籍住民が抱える問題や悩みなど、裏側にある背景等についても学ぶ機

会が持て、大変充実した時間を過ごすことができた。

・カリキュラムとは別に、市内既存の日本語教室への見学を案内したことにより、教

室によって雰囲気や状況が違うことを受講者に感じてもらうことができた。

③実施主体からの外国人支援体制等今後の計画

・外国籍住民のニーズに合わせた、新規日本語教室の開設

・平成 24年 7 月に開設される「多文化共生推進プラザ」への協力

（11） 事業の成果

①他事業との連携

・松本市人権・男女共生課主催「多文化共生フォーラム」への参加

・NPO 法人中信多文化共生ネットワーク、子ども日本語支援センターへの協力

・市内の既存日本語教室への見学（自由参加）

②研修後の人材活用

・既存の日本語教室での活動

・新規日本語教室の立ち上げへの協力

（12） 今後の課題

・日本語ボランティアスタッフに対する、継続的な学習機会の提供

・日本語教室間のネットワークづくり
































































